
 

   富士ワイズメンズクラブは「社会を明るくする運動富士市推進委員会」の加盟団体です 

国際会長主題           ウルリック ラウリドセン 輝かそう あなたの光を 

アジア太平洋地域会長主題   利根川恵子       変革のための光となろう 

東日本区理事主題         山田公平        未来のために今、学びと気づきを！未来のため 

                                        に、自身を育み、真の喜びに出会う！           

富士山部部長主題         榎本 博         ＮＥＯ 富士山部                            

富士クラブ会長主題        吉澤廣美         心とからだ、元気で奉仕！ 

 

会長         吉澤廣美 

副会長        仁藤斎浩 

書記         高野 亨 

会計         小澤嘉道 

直前会長      菊池初彦 

担当主事      金井 淳 
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６月強調月間    
YMCA サポート 

評価 

 

★2024年 6月例会・総会★ 
と き  2024年㋅12日（水）18:30～ 

ところ  ホテルグランド富士（0545-61-0360） 

受付 小澤嘉道君  司会 仁藤斎浩君 

1.開会点鐘            吉澤廣美会長 

1.開会の挨拶            増田 隆君 

1.ワイズソング・ワイズの信条       司会 

1.東日本区理事、富士山部長、会長主題の唱和 

1.会長挨拶            吉澤廣美会長 

1.ゲスト・ビジターの紹介     吉澤廣美会長 

1.誕生日                  

1.各委員会・書記・会計・事務局報告 

1.出席率・スマイル・CS基金報告 

1.閉会の挨拶            鈴木靖巳君 

1.閉会点鐘            吉澤廣美会長 

 

例会後引き続き第 37 期定時総会を開催します 

総会後 19:30 頃より懇親会となります 

6 月 Happy Birthday 

増田 隆君 6月 29日 仲澤昭夫君 6月 30日 

 

5 月例会報告 

在籍会員 11名 例会出席者 8名 スマイル基金 8,000円 CS基金 円 

休会会員 0名 出席率 73％ スマイル累計 182,000円 CS累計 700円 

担当主事 1名 ゲスト 名  ビジター  名 総出席者    8名 

         巻頭言 

一年を振り返って 

会長 吉澤 廣美 
この 6月で 3回目の会長任期が終わります。引き受け

手がなく受けたのですがきつい 1年となりました。事業

は中学生招待サッカー大会、富士山大学女子駅伝の協

力、海岸プラごみ清掃などを行い、当日は意気も上がっ

ていますが、全体的に静かな 1年となってしまいました。

富士クラブは最盛期の三分の一以下のメンバー数にな

り、主だった人たちもここ何年かで亡くなるなど寂しい

富士クラブとなってきました。 

新陳代謝がなかったのが大きな原因ですが、その解決は

簡単ではありませんでした。先月の 5月例会で今後のク

ラブ運営について話し合いがもたれました。 

メンバーの屈託のない意見が出まして、一人ひとりの考

えがわかり、今後の活動の参考になると思います。 

富士クラブの高齢化が進んでいますが、できるところま

で頑張るということで一致いたしました。 

来期は会長も変わり、元気な会運営を期待しています。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

101 

第36期 2023年 7 月～2024年 6 月 



定刻となり、小澤君の司会で 5 月例会が始まりまし

た。吉澤会長に開会点鐘に続き、仲澤君の開会の挨拶が

ありました。 

 
吉澤会長の挨拶 

 
開会の挨拶をする仲澤君 

 
金井君の食前の挨拶 

食事の後、今後の富士クラブのあり方を「本気」になっ

て話し合いましょうということで、次期の増田書記か

ら次のような提案がありました。提案内容は、例会場の

変更・例会の内容の見直し・会費の見直し・年間 10万

円で借りている倉庫と会議室を返して仁藤君の倉庫を

借用する件・これからの事業の在り方、などを話しあい

ました。今までどちらかと言うとあまり口に出して話

し合わなかった「タブー的」な事案も出たことで様々な

意見が出ました。どれもこれからの富士ワイズメンズ

クラブの在り方を想う貴重な、そして前向きな意見で

した。様々な意見が出ましたが結局、今までどうりで次

期も活動していくことになりました。課題はたくさん

ありますが一つ一つみんなで話し合って、前向きに、み

んなの手でより良い富士ワイズメンズクラブにしてい

きましょう。皆様の協力よろしくお願いします。次期が

楽しみです。会員増強と笑顔で頑張りましょう。 

引き続き各委員会より報告があり、５月は３名の誕生

日のメンバーがいました。高野君の閉会挨拶、吉澤会長

の閉会点鐘で５月例会は終了しました。  増田 記 

 

富士クラブ 5月役員会議事録より   

書記 高野 亨 

富士クラブ第 37期組織（案）が総会前ですが役員会で

仮承認されました。 

・2024 年 4 月 28 日に静岡 YMCA の 50 周年のお祝いと

しまして、富士クラブより￥10,000-を、お渡し致し

ました。（事後承認） 

・2024年 6月 12日（水）の 6月例会後に総会・懇親会

をホテルグランド富士にて￥5,000/1 人の予算で行

います。 

・2024年 5月 26日（日）に富士山部第 3回役員会・評

議会及び次期役員研修会が沼津クラブのホストで沼

津市のプラザウェルデで行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これからの予定 

7 月 1 日 社会を明るくする運動 本年度は 

       街頭啓発活動は実施しません 

７月 10 日 富士・富士宮合同初例会・役員会 

7 月 20 日 富士山部第 1 回役員会・評議会 

８月 14 日 納涼例会・役員会 

９月 11 日 例会・役員会 

10 月 9 日 例会・役員会 

10 月 12 日 富士山部部会 



富士山部 第 3 回役員会・評議会 
富士山部第 3回役員会・評議会が 5月 26日（日）沼

津ワイズメンズクラブのホストで、プラザヴェルデ沼

津４０１会議室で開催されました。富士クラブからは

吉澤会長、高野書記、仁藤副会長、増田富士山部会員増

強事業主査の 4 名が出席しました。13 時 30 分より役

員会が開催されました。榎本部長から東日本区役員会

の報告がありました。報告によると今期で解散するク

ラブが 3 クラブもあり驚きました。常日頃私たちは会

員増強を声高に叫んでいますが、周りからボロボロ崩

れていくようで、どこかで歯止めが必要ではないかと

思いました。CS 基金の配分の件で、例年は事業に対し

ての評価で配分金が決まっていましたが、今年は能登

半島地震の支援金拠出額の 50％を配分する事に決まり

ました。富士クラブは 20,000 円でしたので配分は

10,000 でした。審議事項は役員会で承認され評議会で

決定されました。 

 
役員会・評議会で慎重に審議する出席者 

 

 
相磯優子次期富士山部部長の挨拶 

 

引き続き次期富士山部役員、クラブ役員研修会が開催

されました。次期富士山部部長は沼津クラブの相磯優

子ワイズ、書記は大村貴之ワイズ、会計は菅沼道子ワイ

ズです。次期より部事業主査は地域奉仕/Yサ・国際/交

流そして会員増強とユースの 2 つとなりました。因み

に地域奉仕関係の主査は熱海クラブの池田ワイズ、会

員増強関係の主査は伊東クラブの榎本ワイズです。相

磯次期部長の丁寧な説明と、次期における富士山部の

運営などを力強く説明していただきました。増田 記 

第 27 回東日本区大会に参加して 

高野 亨 

第 27 回東日本区大会が 2024 年 6 月 1 日（土）に北

海道帯広市で330名強の参加で行われました。その内、

富士山部は 42名で富士クラブは 6名（メンバー5名メ

ネット 1 名）で参加致しました。とかちプラザで東日

本区大会のセレモニーやアワー、記念講演が行われ大

晩餐会はホテル日航ノースランド帯広で盛大に行われ

ました。フルコース料理に地場産の豚丼やアスパラや

インデアンカレー等のバイキングもあり、多くの方々

が満足してお腹いっぱいになりました。記念講演は南

極料理人「西村淳氏」の講和でした、南極観測隊の料理

を担当する、創意工夫のレシピのお話しでした。印象的

でしたのは、料理内容よりも隊員の心構えの話しの中

でプロは 100％の全力を注ぐでは無く、なんでも 70％

位の力位が基本との事でした。「ケガと病気は自分持

ち」との表現で心得として「頑張らない」「あきらめる」

「危険な時は、まず逃げる」だそうです。最大の目標は

「全員が無事に帰る事」で、南極大陸の厳しい自然の中

で生きる源となるのは「料理がいちばん大事」と認識し

たそうです。精神的な、はりあいや体力的なふんばりを

維持する為のエネルギー源は食事だそうです。困難に

あい絶望的な時も、まず食事して、お腹いっぱいになれ

ば、やる気が出て、たち向かえるそうです。現状のワイ

ズメンズクラブへの一言の様にも聞こえました、今は

会員減少やクラブ解散等の厳しい時期ですが、今こそ、

メンバー同士の交流での友情や皆が笑顔で楽しんで活

動している姿を見れば、人が集ってくるのではと思い

ます。東日本区大会バナーも十勝より宇都宮へ引き継

がれ「来年は宇都宮で会おう」を合言葉にアピールさ

れ、最後は 50人強の若者たちによる、「よさこいソー

ラン乱舞」で幕を閉じました。 

 
北海道の大地に立つ参加メンバーのみな様 

    
バナーセレモニー 



第 74 回“社会を明るくする運動” 

富士市推進委員会 
 

6 月 3 日富士市教育プラザにおいて第 74 回社会を明

るく運動富士市推進委員会が 37の構成機関、団体が出

席して開催されました。今年度の富士市実施要項は「す

べての国民が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした

人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場に

おいて力を合わせ、犯罪や非行の無い安全で安心な明

るい地域社会を築くため、“社会を明るくする運動”～

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ

～を推進する。 

 
 

この運動が目指すこと（行動目標）  抜粋 

目標１は、犯罪や非行を防止し、安全で安心して暮らす         

ことのできる明るい地域社会を築くこと。 

目標 2 は、犯罪や非行をした人が再び犯罪や非行をし

ないように、その立ち直りを支えること。 

この運動の重点事項は、急速に変化する社会の中で、孤

独・孤立や生きづらさを抱えながらも、過去の過ちから

立ち直ろうとする人を再び地域に受け入れることによ

り、多様な背景を持つ人と人が緩やかに繋がりつつ共

に支え合う包括的な地域社会を実現でできるように力

を入れて取り組む。     

昨年まではイオンタウン富士南で啓発活動を行ったが

今年度の「街頭啓発活動」は、保護司会、支部に分かれ

て各地区において啓発活動を行う。  （増田 記） 

 

 

 

 
富士山 YMCA 三上・金井 

 

富士山 YMCA新規プログラム開発・制作、環境整備な

どを実施するため、横浜 YMCAスタッフ・OBが、3日間

かけてボランティアワークを実施しました。 

キャンプにおけるグループワークやコミュニケーシ

ョンを高めるためのアクティビティを制作しました。

「大きさは、このくらいが良い」「ここは、こうしたら

おもしろい」など、制作する私たちも有意義なディスカ

ッションの時間になりました。 

実際に完成したものを体験し、当日に工事の作業に

来られていた方が、「大人が寄り添ってワイワイ楽しそ

うに遊んでいた！」と後日声を掛けられました。 

今後、キャンプや学校プログラムで活用していく予

定です。 

「富士山 YMCAでこんなことをしたい！」、「ボラン

ティアで役立てることがないかしら」と言った声を寄

せていただきます。皆様と一緒に、富士山 YMCAを創り

あげ、未来に向けて歩んでいきたいと願っております。

引き続きよろしくお願いいたします！ 

 

 
 

 
横浜 YMCA スタッフ・OB のみな様 

富士山ＹＣＡだより 


